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まとめたもので、 8 章からなる。第 1 、 2 章では、本論文の背景や、利用されるフィールド生体計測の具体的な手法
について、生理学的背景を交えながら概観する。第 3 章では、 24 時間化と高齢化が進展する現代社会における「健康J
と「安全J の問題を具体的に述べ、生体計測技術を活用する上で着目すべき生体機能を明らかにする。第 4 章では、
長期計測した直腸温データから生体リズム向調状態 (24 時間周期性や安定性)を評価する手法を提案した。さらに起
床時の短時間の漸増高照度光照射による生体リズム調整効果を長期フィールド実験で実証した。第 5 章では、赤外線
センサを利用した簡易な寝床行動(在不在と体動)センシングシステムを提案した。睡眠障害のある高齢者を対象に
フィーノレド計測を行った結果、被験者の日常生活能力レベルに対応した特徴的な夜間行動パターンを詳細に記録でき
た。また施設の光環境改善(昼間の高照度光付加)によって夜間睡眠時間帯の体動量が減少することを示し、夜間睡
眠の質の向上が期待できることを述べる。第 6 章は、プラントでの夜間監視作業における安全性向上を狙い、無拘束
的に連続計測した生理信号からリアルタイムに作業能率低下を推定する重回帰モデルの作成を守子う。第 7 章では、バ
ランス計測による安全支援を目指した取り組みをまとめた。断眠実験下で、は深部体温低下相でバランス機能低下傾向
を示した。動的なバランス評価のための足関節モーメントを用いた計測手法を提案し、 514 名の健常者を対象に加齢
の効果を定量化した。第 8 章では本論文の結論を述べた。
以上のように本論文は、深部体温による生体リズム同調状態の評価手法の提案と光照射による安定化、光照射によ
る睡眠の質の向上、生理信号から作業能率低下を予測する手法を提案、床反力計を用いた簡易な身体バランス機能の
計測評価技術を提案等を通じて、安心・安全な社会の実現に貢献するもので、博士(工学)の学位論文として価値の
あるものと認める。
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